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二

四

一

（

伊

藤

先

生

の

墓

）

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

古

町

）

国
道
二
六
五
号
線
左
側
に
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
伊
藤
先
生
の
墓
が
建

立
さ
れ
て
あ
る
。
普
通
の
墓
石
よ
り
大
き
い
の
で
目
に
つ
き
や
す
い
。
先

生
が
、
如
何
な
る
学
者
で
あ
っ
た
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、

相
当
、
偉
い
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
偲
れ
る
。

門
人
の
方
々
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
墓
石
（
高
さ
一
・
○
八
、

巾
○
・
四
八
、
厚
○
・
四
八
米
）
、
台
石
三
段
（
上
段
○
・
六
四
、
中
段
○
・

九
、
下
段
一
・
二
五
米
の
角
）
の
切
石
で
建
て
ら
れ
て
あ
る
。

碑

文

睡

面

伊

藤

先

生

墓

左
面
畷
徳
院
繰
皆
遵
信
七
誰
道
門
人
中

右
面
天
保
十
年
（
》
八
三
九
）
亥
十
月
十
四
日

前
述
の
よ
う
に
、
墓
碑
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
歴
史
に
関
係
あ
る
も
の

に
と
ど
め
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
詳
で
な
い
墓
碑
も
あ
る
が
、
そ
れ
等
に

つ
い
て
は
又
別
の
機
会
に
記
述
す
る
こ
と
と
し
、
判
明
し
て
い
る
だ
け
を

登
載
し
た
。 第

３

編

墓

碑

二

四

二

（

藤

原

所

在

地

町
道
右
側
の
墓
地

の
中
に
、
榊
の
古

木
の
根
に
自
然
石

で
、
相
当
古
い
墓

碑
が
建
っ
て
い
る
。

碑
（
長
○
・
六

五
、
下
巾
○
・
三 （

藤
原

後
面
嫡
子
伊
藤
鹿
太
良
氏
明

と
銘
記
あ
り
。

氏
佐
藤
駿
河
守
の
墓
）

叫
在
地
大
字
長
崎
（
上
長
崎
）

門
人
之
内
世
話
人

小
堀
尉
左
エ
門

佐
藤
寿
八
良

八
田
利
左
エ
門

八

田

常

助

慰弥永
右兵四
エエ良
門

行
年
七
十
七
才

｜

・

ふ

形

『
瀞

~

Ｊ

凸

■

Ⅱ

蕊

》

鱸

~

勝

一

，

一
鍔
，
‐
、
．
出
津
耐
舞
恥
》

一

錨

も

‐

・

印

一

時

崖

主

叫

争

符

Ｉ

・

印

▲

ｑ

Ｊ

ｒ
ｂ

癖噸
鍋

郷 蝋

蛭

灘
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《
四
Ｗ
４
．

５

蕊3錘 も

五
、
上
巾
○
・
莨
迩
米
）

碑
に
、
藤
原
氏
佐
藤
駿
河
守
享
保
十
六
年
二
七
三
ご
七
月
残

願
主
佐
藤
源
治
郎
と
銘
あ
り

二

四

三

（

菅

尾

市

兵

衛

の

墓

）

所

在

地

大

字

菅

尾

通
稻
「
烏
り
越
え
」
と
云
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
旧
藩
時
代
の
菅
尾
手

永
、
総
庄
屋
縦
代
官
、
初
代
菅
尾
市

兵
衛
の
墓
が
あ
る
。
（
基
礎
巾
○
・
七

六
米
、
角
台
石
巾
○
・
四
、
高
○
・

三
米
、
墓
碑
は
円
型
で
巾
○
・
四
五
、

高
○
・
八
米
）

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
九
月
十

衛
尉
義
秀
の
銘
あ
り
。

「

恵

良

」

と

は

、

元

阿

蘇

大

宮

司

そ
の
前
仁
、
二
代
街
尾
市
兵
衛
の
墓
石
が
あ
る
。

の

姓

に

て

、

阿

蘇

家

に

関

係

が

あ

り

角
型
で
（
下
・
巾
つ
・
六
、
上
市
○
・
五
一
、
高
○
・
六
、
厚
○
・
三
六
て
、
恵
良
の
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
も

米

）

の

と

思

わ

れ

る

。

四
日
七
十
八
才

釈
了
安
不
退
位
俗
名
菅
尾
市
兵

由
緒
あ
る
墓
碑
と
聞
く
が
、
詳
し
き
こ
と
不
明
で
あ
る
。

も
こ
れ
を
目
標
に
飛
び
廻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
「
鳥
越
」
と
云

う
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
云
う
。
そ
の
巨
木
も
十
数
年
前
に
落
雷
に
よ
り
倒

さ
れ
た
。

二

四

四

（

恵

良

の

墓

）

所

在

地

大

字

菅

尾

菅
尾
共
同
茶
工
場
の
前
に
、
通
称

「
恵
良
の
墓
」
と
呼
ん
で
い
る
、
元

和
元
年
（
一
六
一
五
）
頃
よ
り
の
古

い
墓
石
が
多
数
あ
り
、
老
ふ
じ
の
大

き
い
古
木
が
こ
ん
も
り
と
繁
り
、
菅

尾
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ
る
。

元
録
卜
三
年
二
七
○
○
）
庚
辰
年
六
月
十
三
日
春
秋
六
十
望
才
。

釈

了

慶

不

退

位

俗

名

菅

尾

市

兵

衛

吉

秀

施

主

山

村

保

門

菅

尾

市

兵

衛

山

村

源

八

郎

の

銘

あ

り

。

こ
の
地
は
菅
尾
の
高
台
地
で
、
以
前
は
数
百
年
を
経
た
杉
の
巨
木
が
あ

っ
て
、
各
地
よ
り
遠
望
さ
れ
、
菅
尾
の
目
標
地
点
で
あ
っ
た
。
又
、
鳥
類
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二
四
五
（
山
村
家
累
代
の
墓
）

所

在

地

大

字

菅

尾

通
称
「
烏
り
越
え
」
と
呼
ん
で
い
る
所
に
、
山
村
家
累
代
の
墓
地
あ
り
、

藩
政
時
代
菅
尾
総
庄
屋
兼
代
官
の
子
孫
の
墓
地
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

碑

文

に

「
山
村
藤
右
衛
門
義
秀
、
第
一
代
菅
尾
市
兵
衛

寛
文
十
年
（
一
六
七
○
）
四
月
、
肥
後
国
主
、
細
川
公
二
命
ゼ
ラ
レ
、

米
山
大
惣
庄
屋
兼
御
代
官
一
一
就
任
同
時
米
山
号
ヲ
菅
尾
号
卜
改
称
、
先
祖

代
々
山
村
家
一
族
此
ノ
地
二
眠
ル
」
と
銘
が
あ
る
。

一
一
四
六
（
今
村
山
城
守
の
廟
）

所

在

地

大

字

米

迫

昭
和
三
十
年
四
月
今
村
家
三
百

八
十
年
祭
の
記
念
事
業
と
し
て
、

蕎
孫
今
村
虎
熊
氏
が
再
建
き
れ
た
。

今

村

山

城

守

源

親

貞

之

廟

が
あ
る
。

今
邑
山
城
守
従
五
位
下
朝
臣

源

親

貞

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

四
月
八
日

（
後
山
）

法
号
光
運
院
義
英
大
居
士
八
十
五
才
半
と
碑
文
あ
り
。

基
礎
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
巾
○
・
九
二
、
高
○
・
五
米
）
台
石
切
石
（
巾

○
・
六
、
厚
○
・
二
八
米
）
碑
石
切
石
（
巾
○
・
四
五
、
高
○
・
七
七
、

厚
○
・
一
五
米
）
の
碑
で
あ
る
。

墓
地
と
伝
へ
ら
れ
て
い
る
。

二
四
七
（
今
村
家
祖
先
の
墓
）

所

在

地

大

字

今

（

平

原

）

役
場
庁
舎
の
裏
山
に
「
今
村
家
祖
先
の
墓
」
と
記
さ
れ
た
墓
石
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
米
山
城
主
、
今
村
山
城
守
の
出
城
が
あ
っ
た
所
と
云
わ
れ
、
通

称
「
東
の
城
」
と
も
呼
ば
れ
、
こ
こ
の
城
主
は
、
山
城
守
の
弟
で
、
そ
の

「
現
在
の
役
場
庁
舎
敷
地
は
、
以
前
は
畑
で
あ
っ
て
、
山
城
守
の
出
城

が
あ
っ
た
時
の
「
花
庭
」
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
今
で
も
老
人
の
方
は
「
お

ﾄｰｰｰ045ヨ

／紅壺‐
和
二
十
二
年
：
．
：
記
念

村
山
城
守
源
親
貞
上
廟

天
正
三
年
四
月
八
日

八

十

五

才

卒

77

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｔ
ｌ
詔
‐
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ｌ
ｌ
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第3繕 碑蝿

む
と
、
又
墓
地
が
あ

り
、
そ
の
奥
詰
の
と

こ
ろ
に
五
輪
塔
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
古
い
墓
が
あ

り
、
小
道
を
左
に
進

る
。
こ
こ
が
、
柏
民
部
大
輔
の
墓
地
と
云
わ
れ
て
い
る
。

頭
部
円
型
で
（
，
巾
○
・
三
米
）
笠
部
（
・
巾
○
・
三
五
、
高
○
・
二
米
）

二

四

八

（

柏

民

部

大

輔

の

墓

）

所

在

地

大

字

柏

（

元

柏

）

所

在

地

台
石
（
巾
○
・
八
、
厚
○
．
米
）
碑
奎

高
○
・
七
六
米
）
の
自
然
石
の
碑
で
あ
る
。 （下

花
畑
」
と
呼
ん
で

い
る
。
庁
舎
内
に

は
今
も
梅
の
古
木

が
残
っ
て
い
る
。

墓
碑
、
基
礎
割

石
蔽
（
巾
○
・
八
、

商
○
・
五
五
米
）

山
部
家
の
墓
地
よ

1
認･

言

f

巾
○
・
一
二
上
巾
○
・
四
大
後
に
遺
骸
を
城
下
に
迎
へ
、
こ
の
地
に
埋
葬
せ
り
と
云
う
。

名ふ宝
'一・曇一

ご

羊

…

碑

文

に

去
天
保
十
二
之
春
巡
拝
四
国
八
十
八
所
之
宝
刹
時
悉
取
霊
場
之
士
而
帰

示
来
干
朝
干
夕
此
土
置
柏
在
其
上
勧
請
諸
尊
欲
成
舩
自
他
同
二
世
安
楽
之

行
願
久
然
今
度
始
修
理
随
喜
者
多
而
馳
子
東
西
勧
進
有
縁
回
子
南
北
乞
助

力
盧
受
不
料
之
財
施
得
不
期
之
人
力
遙
自
猫
岳
之
麓
不
厭
里
程
仕
数
萬
之

二
四
九
（
井
竿
五
三
右
衛
門
道
弘
の
墓
）

所

在

地

大

字

高

畑

年
称
神
社
境
内
大
宝
塔
の
横
に
、
｝
」
の
宝
塔
を
建
立
さ
れ
た
井
竿

五
三
右
衛
門
道
弘
の
墓
碑
が
あ
る
。
台
石
三
段
（
○
・
七
二
米
）
の
上
に

（
高
○
・
六
九
、
巾
○
・
二
九
、
笠
巾
○
・
五
九
、
笠
高
○
・
四
米
）
の

碑
で
あ
る
。
井
竿
五
三
右
衛
門
は
、
宗
旨
ヶ
鶴
の
人
で
阿
蘇
家
の
家
臣
と

し
て
仕
え
た
人
と
云
う
。

台
石
部
分
は
破
損
し
石
塊
五
個
を
と
ど
め
て
い
る
。

柏
民
部
大
輔
は
、
当
時
柏
城
主
に
し
て
、
天
正
十
四
年
島
津
勢
、
高
千

穂
勢
、
高
森
城
攻
略
の
途
次
、
柏
城
を
攻
撃
し
た
が
、
当
時
城
主
柏
民
部

は
、
浜
の
館
に
出
向
中
な
る
が
、
此
の
報
を
き
く
や
、
直
に
帰
城
す
る
に
、

城
は
既
に
落
城
し
、
憤
癒
や
る
か
た
な
く
、
高
森
十
里
山
に
、
敵
将
、
新

納
武
蔵
守
を
追
撃
し
、
激
戦
の
結
果
、
遂
に
悲
壮
な
戦
死
を
と
げ
た
と
い

季
つ
０
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人
夫
運
石
忽
命
石
工
祈
建
立
宝
塔
齢
此
地
勧
請
金
昆
羅
宮
舩
塚
野
原
安
置
満
足
せ
し
む
る
者
也
。

諸

仏

舩

柏

在

中

八

十

八

所

速

令

満

足

宿

願

者

也

弘

化

四

未

（

一

八

七

四

）

春

建

立

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
末
舂
建
立

妙

光

院

釈

法

道

寿

光

信

士

歳

六

十

七

（

通

訳

）

去
る
天
保
十
二
（
一
八
四
二
の
春
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
宝
刹
を
巡
拝

せ
し
時
こ
と
ご
と
く
霊
の
土
を
取
り
帰
り
て
朝
に
夕
に
此
の
土
を
柏
在
に

士
を
置
き
、
其
の
上
に
諸
仏
を
勧
請
し
自
他
同
じ
く
二
世
安
楽
の
行
願
を

成
ぜ
ん
と
慾
す
る
こ
と
久
し
然
し
て
今
度
修
理
を
始
ん
と
随
喜
者
多
く
し

て
東
西
に
（
子
）
馳
せ
て
勧
進
し
有
（
縁
）
南
北
に
（
子
）
回
ぐ
り
て
助

力
を
乞
い
し
処
、
料
ら
ざ
る
の
財
施
を
受
け
期
せ
ざ
る
の
人
力
を
得
、
遙

か
猫
（
根
子
）
岳
麓

よ
り
里
程
を
厭
わ
ず

数
万
の
人
夫
に
委
せ

石
を
運
ぶ
、
忽
ち
石

工
に
命
じ
て
新
た
に

宝
塔
を
此
の
地
に
建

立
し
金
毘
羅
宮
を
塚

野
原
に
勧
請
し
、
諸
仏
を
柏
在
中
八
十
八
ケ
所
に
連
ね
て
安
置
す
宿
願
を
斐
家
の
祖
と
さ
れ
、

井
竿
五
三
右
衞
門
道
弘

蕊
二
五
○
（
甲
斐
萬
太
兵
衛
藤
原
の
墓
）

所

在

地

大

字

高

畑

部
落
公
民
館
前
四
叉
路
の
右
側
杉
山
の
中
の
墓
所
の
一
角
に
板
碑
が
あ

り
、
自
然
石
で
（
高
一
・
｜
、
中
巾
○
・
四
五
、
厚
○
・
二
米
）
正
面
に
、

甲
斐
萬
太
兵
衛
藤
原
墓
と
あ
り
碑
文
に
、

文
化
十
三
丙
子
（
一
八
一
六
）
口
春
吉
尋
□
□
口
藤
原
之
県
霊
神
場
祭

向
光
之
原
思
一
寄
石
舩
口
祖
□
□
ロ
ロ
而
口
之
口
子
孫
口
尚
祖
篭
霊
令
湿

尊
敬
鳴
呼
悲
弐
年
月
口
不
得
口
始
末
百
口
者
不
賢
之
過

欲
乞
改
而
明
墓
已
爾

建

主

辰

治

初

右

衛

門

甲
斐
萬
太
兵
衛
は
、

肥
後
戦
国
期
の
最
大

の
武
将
と
云
わ
れ
た

甲
斐
宗
運
の
孫
で
、

系
図
に
依
れ
ば
岩
戸

村
よ
り
移
住
し
、
甲

と
銘
あ
り

7．6．－－
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一二一

碑雲3篝
一
塁

二

五

一

（

猿

丸

太

夫

の

墓

）

所

在

地

大

字

柳

（

西

猿

丸

）

国
道
三
二
五
号
線
沿
い
、
猿
丸
部

落
の
は
ず
れ
に
、
猿
丸
太
夫
翁
の
墓

地
入
口
の
案
内
柱
が
建
っ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
約
百
米
、
上
っ
た
と
こ
ろ

に
、
太
夫
の
墓
が
あ
る
。

（
百
人
一
首
に
あ
る
）

奥
山
の
紅
葉
ふ
み
わ
け
鞍
く
鹿
の

声

き

く

と

き

ぞ

秋

は

か

な

し

き

の
歌
で
有
名
で
あ
る
。

放
浪
の
歌
人
と
も
、
云
わ
れ
て
い
る
が
、
此
の
地
で
亡
く
な
り
葬
ら
れ

て
い
る
地
と
云
わ
れ
て
い
る
。

又
、
太
夫
の
母
を
葬
っ
た
と
云
わ
る
所
も
近
く
に
あ
る
、
猿
丸
部
落
観

音
堂
の
前
方
に
あ
る
「
樫
」
の
大
木
で
、
胴
回
り
五
米
以
上
も
あ
っ
た
と

云
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
五
年
に
落
雷
の
た
め
に
倒
れ
、
今
は
切
り
株

の
み
が
残
っ
て
い
る
。
（
佐
藤
三
人
氏
の
庭
先
）

猿
丸
太
夫
の
墓
は
、
タ
ブ
の
大
木
で
、
そ
の
横
に
、

現
在
、
野
原
の
、
甲
斐
始
氏
が
十
二
代
目
と
云
わ
れ
系
図
を
保
管
さ
れ
て

寺
の
う
つ
０

二
五
二
（
梶
原
玄
田
景
末
の
墓
）

所

在

地

大

字

伊

勢

（

梶

原

）

島
田
広
長
氏
宅
裏

山
に
板
碑
が
建
立
さ

れ
て
あ
る
。
自
然
石

で
（
巾
○
・
三
二
、

高
○
・
九
、
厚
○
・
~
・

一
八
）
中
央
上
部
に
塚

爾
塾
（
ア
）
大
日
如

壬織か窓

零

ド
､

、
哩
皿
甲

猿
丸
の
君
が
代
の
名
神
さ
び
て

つ

虚

、

残

る

ぞ

し

る

し

お

く

津

城

の

塚
□

□

と
甲
斐
有
雄
（
野
尻
尾
下
出
身
）
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

猿
丸
地
区
の
方
々
は
、
毎
年
八
月
七
日
に
、
墓
掃
除
を
行
い
、
太
夫
の

霊
を
弔
う
て
い
る
。
タ
ブ
の
大
木
の
根
に
、
台
石
（
巾
一
・
○
、
高
○
・

六
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
高
○
・
八
六
、
巾
○
・
二
九
、
厚
○
・
三

米
）
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

な
る
神
の
お
と
に
も
高
き
宿
人
の

お

く

つ

き

よ
を
さ
る
ま
る
の
奥
津
城
ぞ
こ
れ有

雄

当

守

０

．

０

．

玉

宅

袷

。

と

、

０

、

画

巳

、

七

一

Ｑ
・
、

４

、

や

．

￥

・

色

卓

雨

ｊ

な

函

》

Ｉ

~

轆

己

．

．

‐

鰊

箪

・

房

~ ‘謡
遥． ． 配

加

歸

。憩育‘
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一=一

来
の
梵
字
あ
り
て
、
寒
月
玄
水
居
士
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月
二
て
い
た
か
又
門
弟
の
中
に
は
、
清
和
村
の
人
々
も
多
く
あ
り
、
先
生
の
偉

十

五

日

施

主

当

巴

中

造

是

と

銘

が

あ

る

。

大

さ

が

う

か

が

え

る

。

こ
の
碑
は
、
梶
原
玄
太
景
末
の
墓
碑
と
も
云
わ
れ
、
荒
た
な
方
で
、
慎
（
先
生
は
、
現
在
、
興
梠
輝
邦
さ
ん
の
祖
祖
父
に
あ
た
る
方
で
あ
る
。
）

~
ｊ

重
に
葬
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
梶
原
玄
太
景
末
と
云
う
人
に
っ

台
石
三
段
で
全
長

○
・
七
七
米
）
笠
（
巾

○
・
六
二
、
高
○
・

五
二
米
）
の
も
の
で
、

碑
の
正
面
に
、
釈
祐

信
、
側
面
に
、
明
治
廿
九
年
十
月
建
設
門
弟
中
現
今
存
へ

蔵
先
生
行
年
八
十
才
、
襲
面
に
明
治
三
十
六
年
夘
旧
十
百

ス
台
石
に
発
起
人
藤
原
義
永
氏
外
七
十
三
名
の
銘
が
あ
る
。

現
今
存
命

’
一
五
三
（
興
梠
勝
蔵
先
生
の
墓
）

所

在

地

大

字

上

着

尾

部
落
納
骨
堂
の
前
に
、
興
梠
勝
蔵
先
生
の
墓
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

い
て
は
、
詳
か
で
な
い
。

二

五

四

一
一
●
一
一

た

た

こ
の
碑
は
、
門
弟
が
先
生
の
偉
徳
を
誉
え
て
、
先
生
が
生
存
中
に
建
立

ご
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
生
が
如
何
に
人
望
が
厚
く
、
門
弟
よ
り
慕
は
れ

（
巾
○
・
三
三
米
、
碑
石

、

－

１

列

Ｕ

』

■

垂

●

~

一

一

等

群

恥

興
梠
勝

旧
十
一
月
廿
一
日
卒

町
道
よ
り
右
に
入
り
、
小
道
を
約
百
米
程
進
ん
だ
道
上
に
、
自
然
石
の

墓
碑
が
あ
る
。

台
石
（
幅
一
‐
○
、

厚
○
・
二
米
）
の
上

に
、
高
（
○
・
七
六
、

幅
○
・
三
五
、
厚
○
◆

一
米
）
の
も
の
で
、

中
央
上
部
に
戯
》
の

梵
字
が
あ
り
、
中
央

に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
釈
清
蓮
墓
所
、
右
に
西
越
前
守
惟
延
入
道
元
和
二

丙
辰
（
’
六
一
六
）
二
月
十
五
日
施
主
曽
孫
佐
藤
重
次
と
銘
あ
り
。

西
越
前
守
は
、
阿
蘇
家
五
大
家
老
の
一
人
で
あ
っ
た
と
云
う
。

二

五

五

（

朝

日

勘

解

由

の

墓

）

所

在

地

大

字

下

山

（
西
越
前
守
惟
延
入
道
の
蟇

所

在

地

大

字

柳

－－78－
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準

一

つ
ジ

ー
』
画
中
●
〃

》
ロ
｛
〆

ぺ

ル
ゴ

"

印
塔
の
一
部
が
あ
る
。

建
立
年
が
不
明
で
あ

砿
さ
ん
と
呼
ん
で
い

る
が
、
相
当
古
き
も

二

五

六

（

佐

藤

所

在

地

部
落
対
岸
の
山
中

の
天
満
宮
の
前
に
墓

碑
か
、
建
立
さ
れ
て

あ
る
。
碑
石
、
正
面

に
、
寛
文
八
年
二

六
六
八
一
戊
申
八
月

十
四
日
大
崇
院
正

（
佐
藤

る
。
碑
は
盛
土
の
上
に
自
然
石
の
ま
ン
建
っ
て
い
て
い
る
。
（
高
一
・
三
、

巾
○
・
四
五
、
厚
○
・
二
五
米
）

そ
の
根
元
に
、
宝
瞳

の
と
思
わ
れ
、
部
落

の
人
々
は
、
朝
日
将

部
落
道
左
上
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

正
面
上
部
に
梵
字
が
あ
り
、
朝
日
勘
解
由
ノ
墓
七
月
八
日
と
銘
あ
り
、

武
蔵
の
蟇
）

Ⅵ
在
地
大
字
大
見
口

；
（
岩
下
）

~~f

リ
ノ
●

リ
『

I

；
Ｉ

､

学
大
居
士
俗
名
佐
藤
武
蔵
行
年
四
十
八
才
と
銘
あ
り
、
下
部
に
、

岩
下
立
主
、
佐
渡
仙
之
十
、
同
熊
太
郎
、
同
今
朝
二
郎
、
同
久
太
郎
、
同

作
太
、
同
仙
太
郎
、
同
角
ノ
十
、
同
情
八
、
の
銘
あ
り
。

（
阿
蘇
郡
誌
の
古
墳
墓
の
柵
に
そ
の
名
が
あ
る
。
）

三
段
の
台
石
（
下
台
巾
一
《
二
五
、
厚
○
・
一
七
、
中
台
巾
○
・

八
、
厚
○
・
二
○
、
上
台
巾
○
・
六
、
高
○
・
二
○
米
）
碑
石
は
、
自

然
石
（
下
巾
○
・
三
八
、
中
巾
○
・
六
七
、
高
○
・
九
、
厚
○
・
一
四
米
）

二
五
七
（
芹
口
山
城
守
の
墓
）

所

在

地

大

字

高

畑

（

老
松
の
古
木
の
根
に
、
自
然
石
で

無
名
の
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

芹
口
山
城
守
の
墓
所
と
い
わ
れ
て
い

ろ
。
（
第
一
集
参
照
）

（
高
一
・
四
証
、
巾
一
・
○
、
厚

○
・
三
五
米
）

（赤
立
）
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基
礎
（
巾
一
？
四
五
、
高
○
・
五

米
の
自
然
石
）
碑
（
下
部
○
・
六
五
、

中
部
○
・
七
、
上
部
○
・
五
、
厚
○
．

’
五
～
○
・
三
七
米
の
自
然
石
）
中

央
に
、
南
無
阿
弥
陀
佛
の
、
刻
み
が

よ
う
や
く
読
み
と
れ
る
が
、
両
側
の

字
は
、
判
読
で
き
な
い
。

後
商
と
云
わ
れ
る
、
奈
須
時
男
氏

の
家
に
は
、
奈
須
与
一
が
使
用
し
て

い
た
、
銘
刀
「
百
足
丸
」
が
家
宝
と

二

五

八

（

奈

須

與

一

宗

社

の

墓

）

所

在

地

大

字

大

見

口

奈
須
家
の
墓
地
内
に
、
奈
須
與
一
（
大
八
の
兄
と
い
わ
れ
る
）
の
墓
地

《
か
↑
の
手
や
。

し
て
「
泰
謹
納
奈
須
与
｝
宗
社
宝
劔
守
謹
祈
迩
」
と
書
か
れ
た
箱
に
、
大

事
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
。

氏
の
話
に
よ
れ
ば
、
古
文
書
等
も
保
存
さ
れ
て
あ
っ
た
が
、
安
政
年
間

仁
本
宅
の
火
災
の
為
に
焼
失
さ
れ
、
又
昭
和
の
初
期
迄
に
は
、
刀
劔
類
等

が
沢
山
保
存
さ
れ
て
あ
っ
た
と
云
う
。

’
二
五
九

町
道
右
側
に
「
玉
目
丹
波
守
の
墓
入
［

こ
の
上
部
の
タ
ブ
の
大
木
の
根
本
に
、

宝
塔
と
思
わ
れ
る
一
部
が
祀
ら
れ
て
あ

り
、
初
代
玉
目
丹
波
守
の
墓
地
と
云
わ

’ 加
藤
清
正
公
の
奥
方
「
正
応
院
」
は

丹
波
守
の
娘
と
云
わ
れ
義
父
に
あ
た
る
。

相
輪
部
が
こ
わ
れ
三
個
あ
り
て
、
上

部
の
も
の
（
長
○
・
三
九
、
巾
○
・
一

五
米
）
笠
部
は
「
巾
○
・
五
、
高
○
・

’
八
と
巾
○
・
三
八
、
高
○
・
二
○
）

れ
て
い
る
。

二
個
が
あ
る
。

※
「
町
内
で
、
宝
筐
印
塔
等
崩
壊
し
た
ま
ぁ
の
も
の
が
多
数
見
う
け

ら
れ
る
が
、
こ
れ
等
は
、
そ
の
昔
よ
り
、
由
緒
あ
り
て
祀
ら
れ
て

い
る
も
の
で
現
代
で
は
次
第
に
薄
ら
ぎ
去
っ
て
終
っ
て
い
る
が
、

何
ん
と
か
地
元
の
方
々
に
よ
り
復
元
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と

思

い

ま

す

。

」
（
玉
目
丹
波
守
の
墓
）

所
在
地
大
字
玉
目

に
「
玉
目
丹
波
守
の
墓
入
口
」

の
立
札
が
あ
る
。

~~
~~~~
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莞3繕
壺

謎

．

二
も

１
Ⅱ
■
Ｆ

●
里
』

掃
除
は
男
手
に
て
、
行
わ
れ
て
い
る
と
云
う
。

記
録
的
な
も
の
は
、
何
に
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
阿
蘇
家
五
大
家
老
の

部
巾
○
・
一
四
、
長
○
・
三
二
、
飾
部
の
一
部
全
○
・
五
七
米

二
基
共
、
基
礎
は
、

玉
石
で
盛
ら
れ
（
各

一
。
○
米
角
）

前
一
基
は
、
相
輪

部
巾
○
・
一
四
、

人
で
あ
る
仁
田
水
左
衛
門
の
墓
地
と
も
云
わ
れ
て
い
る
が
詳
か
で
な
い
。

長
○
・
五
米

後

一

基

相

輪

仁
田
水
家
墓
地
内
に
、
鎌
倉
時
代
と
恩
は
れ
る
、
宝
筐
印
塔
（
頭
部
の

み
）
二
基
の
墓
地
が
あ
り
、
昔
か
ら
、
女
人
禁
制
と
云
わ
れ
、
現
在
も
墓

二
五
九
の
一
（
仁
田
水
左
衛
門
の
墓
）

後
喬
と
い
わ
れ
る
仁
田
水
家
は
、
明
治
初
期
に
、
火
災
の
た
め
焼
失
し
、

所

在

地

大

字

玉

目

＄

－81－
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石
塔
迄
は
色
粍
、
あ
り
、
供
養
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
肥
後
と
日
向
に
居

よ
う
で
あ
る
が
、
各
分
頓
に
入
ら
な
い
占
塔
関
係
を
本
編
に
褐
上
し
、
た
。
て
、
肥
後
明
音
、
日

丘
、
巾
○
・
血
蔵
米
汽

尊
寺
登
山
の
石
段
建

投
の
寄
附
苫
の
人
名

が
記
さ
れ
て
あ
る
。

当
時
、
八
代
剛
坊
守
、

八
商
タ
カ
石
沁
、
橘

本
相
~
荷
、
酢
総
代
、

八
ｍ
銀
平
外
数
名
の

銘
が
あ
る
。

一
一
六
○
所
在
地
大
字
滝
上
（
下
鶴
）

教
尊
寺
登
山
石
段
建
設
の
碑
に
て
、
石
段
入
口
の
右
側
に
、
高
さ
約
一

血
、
巾
○
・
血
茂
米
の
石
碑
が
、
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
石
碑
は
、

二

六

一

所

在

地

大

字

塩

原

（

犬

渕

）

公

民

館

正

面

上

部

杉

山

々

頂

に

通

称

天

狗

さ

ん

と

呼

ば

れ

て

い

る

祠

が

人
鵬
虎
雄
氏
宅
入
Ⅱ
左
Ｉ
川
に
、
明
音
大
神
と
刻
ま
れ
た
碑
が
雌
倣
さ
あ
る
。
こ
の
中
に
は
石
造
物
は
無
い
が
、
そ
の
前
方
に
高
さ
（
○
．
川
湿

れ

て

あ

る

。

巾

○

・

一

八

米

）

の

石

碑

が

建

立

さ

れ

て

あ

る

。

第

４

編

石

塔

が

教

れ
ば
、
昔
、
明
音
と

云
う
偉
い
お
坊
さ
ん

に
勢
力
争
い
が
た
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
あ
る
時
、
肥
後
明
音
と
日
向
明

ワ

ザ

苫
が
決
す
る
時
が
来
て
「
業
く
ら
べ
」
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、

境
の
た
め
に
お
互
い

肥
後
明
音
が
勝
利
し
た
。
以
来
、
肥
後
明
音
の
名
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
信
仰
者
も
増
加
し
た
と
い
う
。
後
に
肥
後
明
音
は
、
こ
の
地

よ
り
、
旅
立
ち
す
る
が
、
村
人
達
は
明
音
を
敬
慕
し
、
明
音
大
神
と
名
づ

け
崇
拝
し
て
き
た
と
云
う
。

建

立

年

月

は

不

明

基
礎
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
巾
○
・
九
五
、
高
○
・
九
五
米
）
碑
石
（
巾

○
・
ゞ
一
、
厚
○
・
皇
、
高
二
・
一
五
米
）
の
自
然
石
で
あ
る
。

向
明
音
と
云
わ
れ
国

一
一
｛
ハ
ー
ー

六
二

古
老
の
話
し
に
よ

所
征
地
大
字
滝
ｔ
（
土
戸
）

公
民
館
正
面
上
部
杉
山
々
頂
に
通
称
天
狗
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
祠
が

82－
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檸
一
４

↑

一

ロ

ロ

ロ

ェ

琶
安

F◆●ﾀ

や令
戸【。行

岩
尾
野
公
民
館

（
大
日
堂
）
正
面

左
側
に
（
巾
○
・

二
、
高
○
・
六
米
）

の
碑
が
あ
る
。
享

保
十
五
歳
二
七

三
○
）
辛
戊
七
月

付
」
と
記
し
あ
り
。

月
ヲ
モ
ッ
テ
売
払
口
ロ
ロ
六
百
八
十
円
□
□
□
口
内
金
五
拾
七
圓
建
ロ
ト

シ
残
金
六
百
二
十
三
回
ヲ
学
校
道
路
工
票
ト
シ
開
通
シ
本
地
同
時
杉
木
値

碑
文
に
「
本
地
は
、
元
土
戸
字
舟
ノ
迫
一
、
一
三
三
番
地
十
九
名
有
之

墓
地
ニ
シ
テ
此
ノ
地
二
正
立
シ
タ
ル
桧
一
本
杉
七
本
ヲ
明
治
四
十
二
年
四

日
と
あ
り
、
正
面
に
泰
寄
進
氏
子
五
十
人
馬
見
原
町
忠
次
郎
、
左
面
に
石

切
善
助
と
あ
る
。

二
六
三
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
岩
尾
野
）

二

六

四

所

在

地

大

字

柏

（

溜

渕

）

三

○

米

程

入

っ

た

不
動
尊
堂
前
の
大
棒
の
根
元
左
右
に
、
石
塔
二
基
建
立
し
あ
り
、
｜
基
左
側
に
観
音
堂
が

は
明
和
四
年
二
七
六
七
）
の
も
の
で
二
一
九
年
経
過
し
て
お
り
、
他
の
あ
る
。
こ
の
堂
は

一
基
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
建
立
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
に

$jMW

立
さ
れ
て
あ
る
。

二

六

六

所

在

地

大

字

長

谷

（

稲

生

）

国
道
左
側
伊
勢
大
神
宮
の
後
に
石
塔
一
基
が
建
立
し
あ
り
、
碑
石
に
正

一
位
稲
荷
大
明
神
、
昭
和
四
七
年
一
月
、
横
面
に
後
藤
久
美
と
銘
あ
り
、

台
石
二
段
で
下
（
巾
○
・
五
一
、
厚
○
・
一
七
米
）
上
（
巾
○
・
三
一
、

厚
○
・
’
七
米
）
碑
石
（
巾
○
・
二
二
、
高
○
。
五
二
、
厚
○
・
一
八
米
）

、
ノ
キ
ロ
、

人

口
一

二
六
七

部

落

｜

宍

五

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

部
落
中
央
の
阿
蘇
神
社
の
庭
に
高
○
。

蘇
神
社
の
庭
に
高
○
・

二

八
一

ご

上
津
留
氏
子
中
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

所

在

地

（
岩
下
線

四
叉
路
よ

旧
道
を
約 二

月
、

七
、
巾
○
・
二
米
の
石
塔
が
建

正
面
に
奉
納
御
神
燈
と
記
さ
れ
、
横
に
、
文
化
八
年
末

月
、
椛
山
村
願
主
金
治
総
氏
子
中
と
銘
あ
り
。

b

ダ
ダ■

･喝
大
字
上
差
尾
（
百
枝
）

愚

△

で

『

Ⅱ

恥

~~~意
や

、

識
總
翰
だ
Ⅱ
、
千
Ｄ
・

鰯
；
《
緤

口

４

単

。

娘

心
豚

'､、1
←や”
■■

. . ･1＝
金
程

内
・
５
画
こ
■
ざ
ご

可
通
●
張
寺
理

凸
巳
・
一
銭
即
晒
‐
『

■

も

嘔

呵

■

Ｉ

や、心

鰄調』鐙~
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一

暁
失
し
再
建
さ
誰
幸
も
の
ご
~
解
″
恩
．
璋
吟
旺
間
に
「
佛
躰
灰
塚
」
と
お
ｎ
「

蕊
面
に
橇
明
治
ゞ
｝
一
十
九
年
へ
矧
九
Ｈ
火
逢
大
躰
仏
像
暁
尖
其
ノ
灰

嘩
○
。

↓

凡

求

）

亘
／
此
ノ
地
二
埋
式
塔
至
″
付
勺
、
と
銘
あ
い
。

碑
ン ．

1-1

一、

に_］
~アーー

【_1

~段（
巾
○
・
、
：
、
尚
○
・
八
~
へ
、
厚
Ｏ
”
・
~
姫
さ

（
下
門
巾
○
・
叫
‐
と
、
臓
雪
○
．
‘
‐
１
，
ｉ

冒

Ｌ

、

ゞ

－

．

叩

へ

」

・

・

・

Ｚ

、

■
■
■
■
日
出
？
今

剛

I



＝■守

第5鱈 棟
曹
一

の
人
は
、
歩
行
の
旅
が
主
で
あ
っ
て
、
あ
る
時
は
、
野
に
伏
し
、
星
を
仰

ぎ
、
道
に
迷
っ
た
り
し
て
不
安
の
旅
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
時
に
、
こ
の
「
道
し
る
べ
」
に
出
会
っ
た
時
に
、
ど
ん
な
に
か
喜

ん
だ
こ
と
か
、
そ
の
姿
が
今
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

野
尻
の
甲
斐
有
雄
さ
ん
は
、
阿
蘇
か
ら
豊
後
、
日
向
に
か
け
て
、
千
六

百
ヶ
所
を
超
え
る
道
標
を
建
て
ら
れ
た
方
で
、
本
町
内
に
も
多
数
の
建
立

が
残
っ
て
い
る
が
、
旅
人
の
安
全
を
祈
り
乍
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
石
に
刻
み

旧
道
を
歩
い
て
み
る
と
三
叉
路
あ
た
り
に
見
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
昔

事
と
車
の
時
代
に
か
わ
り
あ
ま
り
見
か
け
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
が
、

二

六

八

所

在

地

大

字

滝

上

（

松

葉

）

旧
街
道
の
六
叉
路
に
他
と
変
わ
っ
た
猿
田
彦
が
あ
る
。
此
の
道
標
は
、

昔
時
旅
人
の
安
全
を
祈
願
し
て
慶
應
二
年
、
松
葉
村
安
兵
衛
が
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
安
兵
衛
凌
る
人
は
、
松
葉
村
在
住
の
、
頭
百
姓
で
あ
っ
た

と
云
わ
れ
る
。
分
岐
点
の
六
叉
路
と
は
、
馬
見
原
、
さ
わ
た
る
、
土
戸
、

阿
そ
さ
ん
、
幣
立
社
、
大
の
村
の
各
村
道
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ま
れ
た
人
の
心
が
、
今
も
な
を
野
末
の
辻
に
息
づ
い
て
い
る
。

一
般
的
に
「
道
し
る
べ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
最
近
、
道
路
の
改
良
工
の
通
り
、
記
さ
れ
て
あ
る
。

第

５

編

道

標

五
幣
の
絵
入
図
案
の
道
標
は
、
め
づ
ら
し
く
、
貴
重
で
あ
り
、
大
事
に

保
存
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

自
然
石
で
（
高
さ
○
・
五
八
、
巾
○
・
五
二
、
厚
○
二
七
米
）
別
図

正
面
東
南
向

ロ

ロ

ロ
川
Ⅱ
Ⅱ
立
社

阿
そ
さ
ん
下
猿
田
彦

つ
ち
ど
村

ロ
ロ

｜

’ 大
の
村
道

エ

出

ル

さ
わ
た
る

村

み

ち
０

１

Ⅱ

０

１

Ⅱ

Ⅱ

■

Ｑ

Ｉ

６

ｐ

Ｂ

６

■

ｕ

ｑ

１

Ｊ

ｇ

８

Ⅱ

旧

９

臥

塘

噛

旧

佃

別

租

旧

Ⅱ

Ⅶ

ザ

肺

皿

肌

Ⅸ

Ｍ

Ⅲ

旧

川

叩

〆－

後
面
北
南
向

＃
１
割
Ⅶ
”
１
１
Ⅱ
ｉ
１
１
Ｈ
Ｉ
１
Ⅱ
１
１
１
１
師
珊
Ｉ
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
田
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０

１

Ⅱ

ｌ

Ⅱ

０

口

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

。

Ⅱ

Ⅱ

ｂ

砂

肚

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ⅷ

■

Ⅱ

Ⅱ

Ｌ

ｄ

ｏ

ｌ

Ｉ

１

１

４

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

二
六
九
所
在
地
大
字
滝
上
（
須
刈
原
）

須
刈
原
旧
道
四
叉
路
に
、
自
然
石
の
碑
（
高
さ
○
・
九
七
、
巾
○
・
四

五
、
厚
○
・
一
七
米
）
が
建
っ
て
い
る
。

正
面
に
、
右
へ
い
た
て
み
ち
。
左
や
く
く
ま
本
み
ち
。
裏
面
に
、
建
主

八
田
恒
助
と
銘
あ
り
。

八
田
恒
助
な
る
人
は
、
馬
見
原
の
商
人
と
し
て
、
本
八
代
屋
、
工
藤
家
古

文
書
に
依
る
と
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
二
四
月
、
寸
志
上
納
に
依
り
、

八
田
姓
名
字
許
あ
り
、
地
士
を
任
り
て
其
の
記
念
に
八
田
恒
助
が
、
旅

人
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
此
の
地
に
建
立
し
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

尚
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
寸
志
上
納
に
依
り
一
領
一
疋
を
拝

領
仕
、
御
勤
め
あ
り
て
か
、
安
政
五

年
九
月
よ
り
、
馬
見
原
口
番
所
役
人

と
し
て
勤
番
あ
り
た
り
、
又
元
治
二

年
二
八
六
五
）
三
月
十
八
日
寸
志

上
納
に
依
り
、
小
姓
に
列
し
あ
り
、

当
人
は
明
治
四
年
（
一
八
七
二
五

月
二
十
九
日
死
亡
さ
れ
て
い
る
。

又
、
此
の
地
に
は
往
事
、
出
小
屋

あ
り
て
旅
人
の
休
息
せ
る
茶
店
が
昭

和
の
始
頃
ま
で
あ
っ
た
。

■

雛
~

‐

●

鐵

壌△
ｑ
、
§
■
□

’
一
七
○
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
牛
ケ
山
）

町
道
菅
尾
・
上
塩
出
線
、
旧
道
三
叉
路
の
地
点
に
道
標
が
二
基
建
立
さ

れ
て
あ
る
。
｜
っ
は
、
自
然
石
（
巾
○
・
四
七
、
高
○
・
七
一
米
）
で
、

面
に
、
右
の
じ
り
、
左
た
か
も
り
と
刻
ま
れ
、
そ
の
横
に
切
石
（
巾
○
・

二
、
高
○
。
六
米
）
で
、
上
部
に
地
像
尊
が
刻
ま
れ
、
下
に
、
右
シ
ヲ
イ

デ
、
ノ
ジ
リ
、
ク
サ
ヵ
ベ
、
左
タ
カ
モ
リ
、
大
正
十
五
年
三
月
建
之
、
横

一一

《
胤
多
椎
乱
噌
？
ザ
落
多
髪
心
賜
爪
鼻
紙
く

洲
ｖ
″
〃
ｆ
心
”
１
く
ｒ
今
Ｉ
ム
ウ
釧
恥
〃
や
け
ト
ー
う
§
’
↓
帆
ツ
輝
く

一

一

一

ﾎ‘鳶

§苛
蒋久

電弘
一 、ーノ

蕊〃
作
蜥
り
Ｉ

霊

患
絆
！
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第5繕道 榎

宍
下
に
当
所
竹
原
村
、
横
面
に
尾
下
村
、
甲
斐
有
雄
建
と
あ
り
、
裏
面
一

石
八
基
持
方
と
左
上
部
に
あ
り
て
下
方
に
、
甲
斐
半
五
郎
、
甲
斐
新
作
、

後
藤
尉
八
、
木
村
寅
次
郎
、
甲
斐
庄
八
、
菅
原
金
太
、
甲
斐
林
蔵
、
菅
一

裏
面
に

菅
原

○
・
三
五
、
厚
○
二
八
米
）
正
面
に
、
右
た
か
も
り
左
の
ぢ
り
中

面

に

建

主

馬

見

原

小

山

政

喜

と

銘

が

あ

る

。

二

三

良

、

山

部

三

木

太

、

小

糸

亀

□

、

小

糸

寿

一

良

、

後

藤

栄

蔵

と

銘

昔
か
ら
情
正
道
路
と
も
云
わ
れ
重
要
な
路
線
で
あ
っ
て
、
旅
人
の
安
全
が
あ
る
。

を
祈
り
、
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（自然石）一
一
七
一
所
在
地
大
字
東
竹
原
（
竹
原
）

お
大
師
堂
前
三
叉
路
に
自
然
石
の
道
標
碑
が
あ
る
。
（
縦
○
・
六
三
、

（切石）
一

Ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｍ

一

凸 ~~~、
~

一
』
、
建
主
馬
見
原

小

山

政

喜

、

》

一
一Ｆ

，

，

’

．

‐

’

１

－

’

１

１

，

，

－

０

１

．

‐

１

１

、

左 右

右

シ

ヲ

イ

デ

ク

サ

カ

ベ

左

タ

ヵ

ニ

ー

リ

大
正
十
五
年
三
月
建

60
た

か

も

り

の

じ

り

､
~
『

ー20‐ トー47弓

河

堂

雲
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

巾

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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石
造
ア
ー
チ
橋
は
、
ロ
ー
マ
で
開
発
さ
れ
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て

中
国
か
ら
の
地
理
的
に
近
い
開
港
の
長
崎
に
伝
わ
り
、
長
崎
市
の
中
国
式
が

興
福
寺
の
名
僧
如
定
（
に
よ
じ
よ
う
）
が
、
寛
永
十
一
年
二
六
三
四
）

に
眼
鏡
橋
を
架
け
た
の
が
、
わ
が
国
最
初
の
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ア
内

Ｉ
チ
石
橋
は
、
中
国
で
は
石
拱
橋
と
い
わ
れ
、
拱
と
は
両
手
の
指
を
組
み
た

合
わ
せ
て
敬
礼
す
る
中
国
の
礼
儀
作
法
で
、
そ
の
形
が
ア
ー
チ
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
石
拱
橋
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
石
橋
、
云

眼
鏡
橋
、
目
鑑
橋
、
太
鼓
橋
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
眼
鏡
橋
は
九
州
に
多
‐
‐

く
明
治
以
前
の
も
の
で
は
、
熊
本
県
内
が
一
番
多
く
、
約
百
五
十
橋
と
云

わ
れ
、
県
内
で
は
、
砥
用
町
の
霊
台
橋
は
日
本
最
大
と
云
わ
れ
て
い
る
。

昔
は
川
は
交
通
ｔ
の
一
大
障
害
で
あ
っ
た
。
勿
論
川
を
道
路
代
わ
り
に
郡

５

利
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
洪
水
時
は
、
通
交
杜
絶
に
な
り
、
木
橋
は

四
、
凡
年
如
に
架
け
特
え
ね
ば
な
ら
ず
、
諸
産
物
等
の
輸
送
に
支
障
が
大

き
か
っ
た
。

石
橋
の
架
設
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
恩
恵
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

町
内
に
も
、
い
く
つ
か
の
石
橋
の
架
設
が
あ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

云

道
路
の
改
良
工
事
等
に
よ
り
取
り
こ
わ
さ
れ
又
埋
没
さ
れ
て
、
現
在
で
は
、

別
記
の
二
つ
の
石
橘
が
残
っ
て
い
る
が
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
保
存
し

第

６

編

石

橋

た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
橋
は
、
天
保
六
年
七
月
二
八
三
五
）
当
町
、
工
藤
家
を
始
め
町

内
商
家
が
、
総
庄
屋
、
菅
尾
市
兵
衛
に
、
寸
志
上
納
願
い
出
て
建
造
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
（
工
藤
家
古
文
書
）

施
工
は
当
時
の
名
石
工
岩
永
三
五
郎
が
、
若
い
頃
に
架
け
た
も
の
と

わ
れ
て
い
る
。

二

七

二

所

在

地

大

字

滝

上

（

下

鶴

）

下
番
橋
の
下
を
、
畑
の
地
川
が
流
れ
、
五
ヶ
瀬
川
本
流
に
注
い
で
い
る

が
、
こ
の
吐
き
口
、
河
口
側
に
石
橋
の
目
鏡
橋
が
架
っ
て
い
る
。

一

、

年

代

天

保

時

代
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鐺6繕 樵
ム
ー
’

勘
八

一

六五四三
託 、 、 、

拱拱径橋

二

、

橋

長

五

。

二

米

重
慶
毒

一 浄
々
多
く
１
Ｊ

~
功
．
蒋
岬
．
。
Ｙ
”
~
Ｊ
珈
誘

、
一

オ之

袰
；天碑
七

II
牟

棚
心

i~ ，篭、

厚矢 間 幅

缶

斗

ｌ

蔦

一

ｓ

ぞ
、
ｆ
、
寵
~
~

、

〆

○一三
① ■ ①

四九○
米米米

一
一
一
●
一

’鬘

…

／》

亥
昭
腕
刑
〃
今
１
諺
莎
炉
９
４
曲
ｆ

麓

■
ず
‐
小
一
・
Ｊ
ｐ
、
ロ
Ⅱ
６
Ｊ
↑
、
司
旦
ざ
、

亀

米

（
第
一
集
参
照
乞
）

_／／ 二
七
三
所
在
地
大
字
下
山
（
宗
旨
ヶ
鶴
）

古
米
川
下
流
、
町
道
下
山
線
上
に
架
設
さ
れ
て
い
る
。
架
設
の
年
代
等

不
明
で
あ
る
が
、
長
年
の
風
雪
や
洪
水
の
た
め
、
破
損
が
ひ
ど
く
、
通
交

不
能
と
な
り
上
流
部
に
新
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
貴
重
な
文
化

財
で
あ
り
、
こ
れ
の
対
策
が
痛
感
さ
れ
る
。

１

１
１

1

2

11．0－
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一

、

人

物

二
七
四
頌
徳
碑
（
松
田
喜
一
先
生
）

所

在

地

大

字

滝

上

馬
見
原
中
学
校
正
門
右
側
に
、
農
聖
松
田
喜
一
先
生
頌
徳
碑
（
増
田
義

孝
謹
嘗
）
と
記
さ
れ
た
頌
徳
碑
が
、
建
立
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
台
石
中
央

に
、
銅
板
に
よ
る
「
建
碑
の
こ
と
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
銘
記
し
て
あ

る
。

記
念
碑
等
に
つ
い
て
は
、
「
は
し
が
き
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
現
在
で
は

文
化
財
的
な
年
月
の
経
過
は
み
て
い
な
い
が
、
明
治
以
来
の
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
明
治
も
、
百
年
を
経
て
き
て
お
り
、
碑
文
等
が
風
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
の
で
、
後
世
の
た
め
に
、
今
回
の
調
査
に
当
っ
て
、
登
載
す
る

こ
と
と
し
た
。

記
念
碑
等
は
七
十
基
を
登
載
し
た
。

こ
の
碑
文
を
見
る
と
き
、
私
達
の
諸
先
輩
が
本
町
の
行
政
の
発
展
に
、

各
種
産
業
の
繁
栄
◆
交
通
生
活
文
化
の
向
上
発
展
の
た
め
に
、
幾
多
の
苦

労
を
さ
れ
た
こ
と
が
忍
ば
れ
て
く
る
と
と
も
に
「
町
の
あ
ゆ
み
」
が
現
わ

れ
て
い
る
。

第

７

編

記

念

碑
等

昭

和

四

十

四

年

七
月
片
岡
正
行

謹
識松

田
喜
一
先
生

頌
徳
碑
建
設
期
成

今
云

農
聖
松
田
喜
一
先
生
は
、
熊
本
県
下
益
城
郡
豊
川
村
に
生
ま
れ
、
祖
父

伝
来
の
公
共
奉
仕
の
精
神
を
う
け
つ
ぎ
、
大
正
九
年
農
友
会
の
創
立
と
共

に
、
実
習
所
を
開
設
、
農
村
子
弟
養
成
に
当
た
ら
れ
、
爾
来
五
十
年
そ
の

教
え
を
希
う
も
の
実
に
十
五
万
を
越
え
、
其
の
問
幾
多
の
災
害
や
困
苦
と

闘
い
乍
ら
初
志
を
貫
徹
、
農
村
振
興
発
展
に
一
身
を
捧
げ
ら
れ
、
常
人
の

幾
世
紀
に
も
な
し
得
、
多
く
の
事
績
を
残
さ
れ
た
。
特
に
当
地
方
に
、
昭

和
六
年
以
来
、
数
回
に
亘
り
、
講
習
講
演
会
に
御
来
町
頂
き
、
先
生
独
特

の
真
理
に
基
づ
く
農
魂
と
農
法
、
其
の
感
化
と
実
践
に
依
る
地
域
開
発
の

足
跡
は
、
誠
に
大
で
あ
る
。
昭
和
四
十
三
年
七
月
三
十
日
、
矢
部
高
校
馬

見
原
分
校
生
徒
百
五
十
名
、
実
習
所
視
察
に
齢
け
る
、
大
熱
演
の
御
講
話

が
大
先
生
の
最
后
と
な
り
八
十
一
才
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
万
世
不
滅
の
農
魂
、
大
先
生
の
御
功
績
と
遺
徳
を
永
く
後
世
に
伝
え

る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い
も
の
と
思
い
、
多
額
の
協
賛
を
得
て
舷
に

頌
徳
碑
を
建
立
し
た
所
以
で
あ
る
。

基

礎

（

下

幅

ｒ －ｰー■一一

ﾛ I
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巌
氏
廷
よ
り
郷
土
の
発
震
と
人
材
育
成
の
重
要
な
る
こ
と
を
痛
感
せ
ら
れ

蘇
陽
町
に
寄
附
せ
ら
れ
た
り
、
翁
の
御
芳
志
と
遺
徳
を
永
／
、
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
弦
に
そ
の
碑
を
建
立
し
た
所
以
で
あ
る
。

馬
見
原
公
民
館
敷

地
五
百
七
坪
。
上
記

は
蘇
陽
町
出
身
熊
本

市
新
市
街
七
番
地
十

七
号田

中
病
院
長
田
中

二
。
三
○
、
上
幅
一
・
八
三
米
、
高
一
。
八
四
米
）
台
石
（
厚
○
・
二
二
）

の
上
に
自
然
石
が
あ
り
、
碑
（
高
二
・
六
○
、
幅
○
・
四
米
）
、
周
囲
（
四
・

’
（
米
四
方
の
鎖
が
あ
り
）
玉
石
敷
き
と
な
っ
て
い
る
。

二

七

五

顕

彰

碑

（

田

中

殿

先

生

）

所

在

地

大

字

馬

見

原

役
場
支
所
前
に
、
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
（
基
礎
下
幅
一

六
、
上
幅
○
・
九
二
米
）
台
石
（
幅
一
・
三
一
、
厚
○
・
一
八
米
）

（
幅
○
・
八
四
、
高
○
・
五
九
、
厚
○
・
二
八
米
）

中
央
に
銅
板
で
次
の
碑
文
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

顕

彰

碑

建
碑
の
こ
と

種

麗~ 雪等
T
■

閥
一

q

智

：‐7

識鐙 癖
…

墨麗鎚 碑
石

山
村
甚
八
（
号
を
菅
村
）
先
生
は
、
元
菅
尾
郷
総
庄
屋
兼
代
官
所
（
通

称
会
所
）
末
代
の
人
で
菅
尾
小
学
校
創
設
の
地
で
あ
り
又
初
代
の
校
長
に

し
て
、
子
弟
相
集
い
て
先
生
の
御
恩
徳
を
後
世
に
伝
え
ん
と
し
て
昭
和
十

七
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
碑
に
師
の
経
歴
が
次
の
よ
う
に
記
さ

昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
日
建
立

蘇

陽

町

れ
て
あ
る
。

山
村
甚
八
先
生
碑
文

「
吾
等
の
恩
師
山
村
甚
八
先
生
（
号
を
菅
村
）
は
文
久
一
年
八
月
十
五

日
上
益
城
郡
浜
町
（
現
矢
部
町
）
富
田
一
松
翁
の
二
男
と
し
て
御
生
誕
せ

ら
れ
、
明
治
三
十
三
年
菅
尾
郷
随
一
の
旧
家
総
庄
屋
山
村
家
に
養
子
と
し

て
入
籍
、
資
性
篤
実
に
し
て
向
学
の
念
強
く
漢
学
者
下
田
易
、
大
田
黒
積

が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

二
七
六
頌
徳
碑
（
山
村
菅
村
先
生
）

所

在

地

大

字

菅

尾

（

前

）

県
道
清
和
高
森
線
沿
い
（
佐
藤
商
店
前
）
に
、
山
村
菅
村
先
生
頌
徳
碑

寄
贈
者

熊
本
市
新
市
街
七
番
十
七
号

田

中

嚴

殿

男
医
学
博
士
田
中
民
夫
殿
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水
、
友
成
正
、
鳥
井
雪
田
等
の
諸
師
に
就
き
て
漢
学
、
詩
、
普
通
学
を
修

業
、
明
治
二
十
三
年
師
範
学
校
御
卒
業
後
は
浜
町
、
小
峯
、
大
野
、
菅
尾

等
の
各
学
校
長
に
任
せ
ら
れ
、
育
英
事
業
に
尽
痒
せ
ら
れ
る
事
、
前
後
三

十
有
三
年
、
そ
の
間
矢
部
教
育
会
副
会
長
又
は
会
長
と
し
て
、
常
に
教
育

界
枢
要
の
地
位
に
あ
り
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
る
者
、
無
盧
八
百
に
及
び

人
格
、
清
純
、
高
潔
、
社
会
の
木
と
し
て
地
方
の
教
化
善
導
に
献
身
、
郷

党
の
子
弟
亦
父
の
如
く
敬
慕
す
。
真
に
師
表
の
鑑
た
り
、
依
っ
て
大
正
九

年
に
は
畏
く
も
銀
杯
拝
受
の
光
栄
に
、
翌
十
年
に
は
叙
勲
の
恩
命
に
浴
せ

総
て
同
志
相
図
り

先
生
の
頌
徳
碑
建

設
を
計
画
し
、
其

の
御
恩
徳
の
永
を

後
世
に
伝
え
敬
仰

』
つ
プ
つ
。

謝
恩
、
微
意
を
表

近
時
梢
も
す
れ
ば
精
神
的
事
業
に
至
誠
一
貫
貢
献
せ
ら
れ
た
る
廉
潔
の

士
に
対
す
る
尊
敬
の
念
稀
薄
な
ら
ん
と
す
る
は
社
会
風
教
上
、
憂
慮
に
堪

子
弟
の
慶
祝
に
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

大
正
十
二
年
に
開
地
に
つ
か
れ
て
後
は
、
専
ら
悠
々
自
適
の
余
生
を
楽

し
ま
れ
、
御
歳
八
十
に
達
せ
ら
れ
る
も
、
尚
御
健
在
に
任
す
こ
と
は
吾
等

え
ざ
る
所
、
鼓
に

１

１

１

~
ー

迩良､塁一｡＝ ■＆■・尋

■も

一一一一--島一鱈･･』蕊_&~ ，
申

一

一

垂

ロ

幸

幸

一

，
齢
上
，
噸
皇

■

~~

沓

？

罫

、

０
８
己
Ⅱ
や
、
ｂ
・
卜
Ｌ
町

~
~
~
~~
Ｉ

し
、
且
つ
師
道
積
廃
せ
ん
と
す
る
風
潮
の
一
新
に
資
せ
ん
と
す
。
幸
に
同

憂
具
眠
の
士
多
数
賛
意
を
表
せ
ら
れ
、
此
の
聖
な
る
事
業
の
完
遂
に
協
力

せ
ら
れ
た
る
は
発
起
人
一
同
と
欣
快
措
く
能
は
ざ
る
と
こ
ろ
に
し
て
深
く

謝
意
を
表
す
」

碑
は
、
基
礎
石
積
（
下
幅
三
・
○
、
上
幅
二
。
二
五
、
高
一
。
五
一
米
）

台
石
、
下
切
石
（
上
幅
一
・
○
、
下
幅
一
・
三
、
高
○
◇
七
三
米
）
、
上
台

（
幅
一
・
二
、
高
○
。
二
米
）
、
碑
切
石
（
幅
○
・
七
二
、
高
二
・
二
二
米
）

の
も
の
で
あ
る
。

二
七
七
頌
徳
碑
（
小
屋
迫
一
先
生
）
現
今
存
命

所

在

地

大

字

二

獺

本

（

宮

の

下

）

二
瀬
本
神
社
登
口
前
に
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
碑
は
、
小

屋
迫
一
先
生
頌
徳
碑
、
松
野
鶴
平
書
と
記
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
八
月
、

議
会
を
始
め
各
種
団
体
の
代
表
者
が
小
屋
迫
一
先
生
の
偉
徳
を
た
た
え

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
碑
文
に
次
の
よ
う
に
銅
板
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

小

屋

迫

一

翁

頌

徳

碑

小
屋
迫
一
先
生
は
、
明
治
三
十
六
年
三
月
七
日
、
小
屋
迫
彦
三
郎
翁
の

長
男
と
し
て
生
誕
さ
れ
、
学
業
を
終
え
て
直
に
役
場
に
奉
職
す
る
や
、
村

の
発
展
は
先
ず
道
路
に
あ
り
と
自
ら
其
の
企
画
と
作
業
の
指
導
を
担
任
し

て
、
現
在
の
バ
ス
道
を
開
通
さ
れ
た
。
更
に
は
村
民
の
生
活
の
向
上
と
村

の
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
是
非
共
巨
額
の
財
産
を
造
成
す
る
必
要
あ
り

－92－

~~


